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新 しく開発 されたcephamycin系 抗生剤であるMT-141を 複雑性尿路感染症32例,急 性単純

性腎盂腎炎4例,淋 菌性尿道炎1例 の計37例 に使用し,臨 床効果について検討 した。投与方法は

複雑性尿路感染症および急性単純性腎盂腎炎に対しては1日19な い し29を 原則として5日 間,

淋菌性尿道炎に対しては1日1回19を3日 間投与した。UTI薬 効評価可能であったのは複雑性尿

路感染症30例 であ り,総 合臨床効果は著効8例,有 効7例,無 効15例 で有効率は50%で あ った。

急性単純性腎盂腎炎および淋菌性尿道炎はいずれも著効ない し有効であった。

副作用として自他覚的症状は特に認められなかったが,臨 床検査値異常としてGOT,GPTの 軽

度上昇が2例 にみられた。

MT-141は 明治 製 菓 中 央 研 究 所 に お い て 開 発 され た

cephamycin系 半 合 成 抗 生 物 質 で,Fig.1に 示 す 構 造 を

有す る。 本 剤 は従 来 のcephalosporin系 抗 生 物 質 に比 べ

E. coli, K.  pneumoniae, Proteus などのグラム陰性桿

菌に優れた抗菌力を有 し,ま た短時間殺菌力に優れてい

る点が特徴とされている1,2,3)。今 回われわれは本剤の提

供を受け,泌 尿器科領域における臨床的検討を行ない,

若干の知見を得たので報告する。

Fig.1 Chemical structure of MT-141

1. 方 法 と 対 象

1981年12月 より1983年1月 までに東京大学泌尿器科

およびその関連病院泌尿器科において本剤を使用 した症

例は37例 であった。 その 内訳は複雑性尿路感染症32

例,急 性単純性腎盂腎炎4例,淋 菌性尿道炎1例 であっ

た。

投与経路は複雑性尿路感染症では静注が13例,点 滴

静注が19例 で,急 性単純性腎盂腎炎では静注が1例,

点滴静注が3例 であ り,淋 菌性尿道炎の1例 は静注であ

つた。1日 投与量は1gが18例,2gが19例 であった。

1日 投与回数は複雑性尿路感染症では1回 が7例,2回

が25例 で,急 性単純性腎盂腎炎では1回 が2例,2回

が2例 であ り,淋 菌性尿道炎では1回 であった。投与 日

数は複雑性尿路感染症の1例 および淋菌性尿道炎の1例

で3日 間投与であった以外はすべて5日 間 投 与 であっ

た。なお,MT-141投 与に先立ち,全 例本剤の皮内反応

試験を行ない,陰 性であることを確認 して本剤の投与を

行なった。効果判定は複雑性尿路感染症ではUTI薬 効

評価基準4)に準 じて行ない,他 は主治医判定によった。

副作用の検討は全37症 例について自他覚的副作用の

有無および36症 例について投与前後における臨床検査

値の推移(血 算,肝 機能,腎 機能)に ついて検討した。

II. 成 績

症例 および臨床成績をTable1,1'に 示 した。症例

1か ら症例32ま では複雑性尿路感染症でそのうち下部.

尿路感染症は23例 で,基 礎疾患 としては前立 腺肥 大

症,膀 胱腫瘍および前立腺肥大症の術後症例が大部分を一
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Table 1-1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with MT-141

CCC: Chronic complicated  cystitis 

ACP: Acute complicated  pyelonephritis 

CCP: Chronic complicated pyelonephritis



VOL,32 S-5 CHEMOTHERAPY 395

Table 1-2 Clinical summary of complicated UTI cases treated with MT-141

CCC: Chronic complicated cystitis 

Table 1' Clinical summary of simple infection cases treated with  MT-141

* Urethral discharge 

ASP: Acute simple pyelonephritis
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Table 2 Overall clinical efficacy of MT-141 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of MT-141 classified by the type of infection

占めた。上部尿路感染症は9例 で,基 礎疾患 としては膀

胱腫瘍3例,腎 結石2例,腎 盂結石,膀 胱尿管逆流 前

立腺肥大 ・神経因性膀胱,前 立腺肥大各1例 で あ った

(Table1)o

症例33か ら症例36ま での急性単純性腎孟腎炎4例 と

症例37の 淋菌性尿道炎の1例 は主治医判定で著効ない

しは有効であ り,起 炎菌の E. coli 4 株および淋菌1株

はいずれも消失していた(Table1')。

UTI薬 効評価基準に合致 した複雑性尿路感染症30例

の総合臨床効果をTable2に 示 した。 著 効 例は8例

(27%),有 効7例(23%),無 効15例(50%)で,総 合

有効率は50%で あ った。膿尿と細菌尿の関係をみると,

膿 尿については正常化10例(33%),改 善1例(3%),

不変19例(63%)で あ り,一 方,細 菌尿に対する効果

は陰性化14例(47%),減 少0,菌 交代5例(17%),

不変11例(37%)で,細 菌尿の陰性化の方が膿尿の改

善率より優れていた。

UTI薬 効評価基準 に 従 い分類 した群別臨床効果を

Table3に 示 した。単独感染症例は28例 で,そ のうち

カテーテル留置症例は11例(構 成率37%),前 立腺術

後感染症3例(10%),そ の 他 の 上部尿路感染症5例

(17%),そ の他の下部尿路感染症9例(30%)で あった。

混合感染症例は2例 で,い ずれもカテーテル留置症例で

あった。カテーテル留置症例は全症例の43%(30症 例

中13例)を 占めていた。群別の有効率をみると,単 独感

染群では著効8例,有 効7例,無 効13例 で有効率は54
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%で あった。カテーテル留置例の第1群 は有効27%(11

症例中3例),ま た 前立腺術後感染症例の第2群 は有効

33%(3症 例中1例)と 低い有効率であったが,第3群

では有効100%(5症 例 中5例),第4群 では有効67%

(9症 例中6例)と 高い有効率を示 していた。混合感染

群はカテーテル留置例の第5群 の2例 で,い ずれも無効

例であった。

複雑性尿路感染症 に 対 す る本剤 の細菌学的効果 を

Table4に 示 した 。34株 の菌 が 分 離 さ れ, S.faecalis

7株, E. coli 5株 S. marcescens 4株, P. aerugi-

nosa, P. vulgaris, S. epidermidis 各3株 などが主なも

のであった。除菌効果をみると, E. coli および Proteus

属では100%の 除菌率を示 したが, P. aeruginosa では

33%, S. marcescens では25%, S. faecalis では14%

と低い除菌率であった。

投与後出現菌はTable5に 示 す9株 が み られ,P

aerugi nosa が4株 で最も多かった。

副作用は37症 例すべてについて検討 した。自他覚的

な所見として認められた副作用は全くなかった。本剤の

投与前後の臨床検査値をTable6に 示 した。臨床検査値

異常としては症例11お よび症例16の2例 にGOT,

GPTの 軽度上昇が み られ た。 症例11で は投与前の

GOT16,GPT13が 投与後はGOT27,GPT39と な

り,正常範囲内ではあったが薬剤の影響の可能性が考え

られた。症例16で は投与前のGOT21,GPT21が 投

与後はGOT36,GPT65と な り,や は り薬剤の影響が

考えられた。

III. 考 察

MT-141は 新 しいcephamycin系 抗生物質でグラム

陰性菌に強い抗菌力を有 し,特 に他のcephalosporinと

比較して B. fragilis および C. jejuni にも優れた抗菌

力を有するとされる5)。

今回われわれは尿路感染症37例 に本剤を使用 し,臨

床効果を中心に検討 した。UTI薬 効評価基準に合致 し

た複雑性尿路感染症30例 の総合臨床効果は50%で あ

り,MT-141の 新薬シンポジウム5)の成績 と比較すると,

やや低い有効率であるが,症 例の構成上第1群 が37%

と多く占めていることが影響 しているものと思われる。

細菌学的効果の面からみると,菌 株数が少なく明確な

結論は出しえないが,グ ラム陽性球菌であるS. faecalis

が14%の 除菌率と低 く,最 近開発されているcephem

系抗生剤の特徴といえる。 グラム陰性桿菌では E. coli,

Proteus 属で100%の 除菌効果をみたが, P. aeruginosa

では33%, S. marcescens で は25%と 低い除菌率で

あった。 P. aeruginosa お よび S. marcescens が尿よ

り分離された例でMICを 測定 した ものでは,い ずれも

Table 4 Bacteriological response to MT-141 

in complicated UTI

Table 5 Strains appearing after MT-141 

treatment in complicated UTI

100μg/ml以 上 であり,ま た投与後出現菌をみて もP

aerugznosa が 多いことから,本 剤の使用にあたっては

起炎菌の菌種の選択,他 剤との併用効果の検討などが必

要と思われる。

副作用については,3日 か ら5日 間の短期間の観察で

はあるが,自 他覚的に臨床症状を呈した症例は認められ

ず,2例 に臨床検査値の軽度上昇がみられたのみで,本

剤は安全性の高い薬剤 と考えられた。
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A new semisynthetic cephamycin antibiotic, MT-141 was administered to 32 complicated urinary 
tract infections, 4 acute simple pyelonephritis and 1 gonococcal urethritis. 

Effectiveness rate for 30 patients with complicated UTIs was 50%. Five uncomplicated UTIs showed 
excellent or good response to MT-141 treatment. 

Slight elevation of GOT and GPT were observed in 2 cases after treatment. No other subjective 
and objective abnormalities were noted in any cases.


